
 
～ 今週の言葉 ～ 

「 辛いという字がある。もう少しで 

 幸せになれそうな字である 」 

～星野 富弘 氏～ 

令和 ２年 １０月 １６日（金）発行 第２２号 

本校は自然に囲まれた学校です。校舎の周りにはさまざまな樹木があり、四季折々の美しい姿を見せてく

れます。 最近では、金木犀の甘い香りが漂ってきて、なんだか優しい気持ちになります。金木犀の花言葉を

調べてみると「謙虚・謙遜、気高い人」とありました。この季節、田んぼに広がる黄金色の稲穂についても『実るほど頭を垂

れる稲穂かな』という言葉があり、謙虚であることの大切さを説いています。 

人として心の気高さを大切に、だからこそ謙虚に、日々を歩んでいきたいものです。 

 

 修学旅行に行ってまいりました。最近の修学旅行では関東や関西地方を訪れることが主流になっ

ていますが、東北の旅もまた奥深いものであったと思います。中学生の皆さんにはまだその良さが、よく理解

できないかもしれませんが、私たちの住む東北にも歴史があり、名所があり、偉人がいて、名産品や名物が

あることを感じさせてくれました。 

奥州藤原氏が栄華を誇っていた平安時代に、第二の都と称された「平泉」の建造物や浄土式庭園の美しさ、そして、日

本三景の一つといわれる「松島」の眺めや国宝「瑞巌寺」の見事な姿・・・。この後、国語の授業で「おくの細道」を学習しま

すが、松尾芭蕉も「平泉」や「松島」を訪れ、そのときの思いを記しました。自分が立ったあの場所に、松尾芭蕉もたたずん

だかもしれない･･･と思うと、なんだか不思議な気持ちになりませんか? 

 

 ３年生最後の行事である『菊竹祭』が、二週間後に迫ってきました。 

 今年度のスローガンは 『声の風を吹かせ!！』です。たくさんの応募の中から、３年１組 永井 涼雅くんの作品が選ばれ

ました。また、今年度は学年ごとの開催になるため、学年スローガンも決定しました。『響盛 ～smile を添えて～』 ３年１組 

根本 翔生くん・星 みどりさんの考案です。このスローガンのもと、さらに熱を帯びた練習が繰り広げられていくことと思いま

す。練習時間は多く確保できませんが、一人ではできない合唱を、仲間と創り上げる喜びを感じてほしいと思います。声の

風を仲間とともに吹かせられたとき、自らがその心地よさを感じて、笑顔になる･･･そんな瞬間が、一人一人に訪れることを願

います。 

 

 

 

 

 

 

 

・21日（水）に「高等学校説明会」が実施されます。来校の際は、検温や手指消毒にご協力をお願いします。 

 

19日（月）             16：10頃下校 22日（木） 合唱リハーサル    16：10頃下校 

20日（火） 16：10頃下校 23日（金） 親子ふれあい弁当デー 15：10頃下校 

21日（水） 高等学校説明会⑤⑥   16：10頃下校 ※帰宅時間は合唱練習によって変更もあります。 
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